
ハラスメント相談対応流れ図

相談者（被害者）

相談員

学 生：学生相談室スタッフ

教職員：教職員相談員

目撃者等（第三者）

①訴え ②事実確認
①訴え

相談員チーム

（複数の相談員

又は全員）加害者

⑤誤解あるいは和解可能と判断

⑥和解不能

相談者同意

④ヒアリング

学級担任

課長等

⑤早急な対応が
必要と判断

相談者同意

⑦相談者同意

（緊急，深刻な場合を除く）

ハラスメント防止

委員会委員長

（校長）

調査委員会
校長が委員を指名

※学外有識者を含

めることができる

⑧必要と判断

⑨調査結果を

随時報告

ﾊﾗｽﾒﾝﾄ防止委員会
調査結果等を踏まえ判定

⑩委員会を招集

⑥和解不能

調停

・

和解

⑪懲戒処分に値しない場合 就業規則等

の適用

⑪懲戒処分に値すると判断した場合

再発防止対策

校長が複数名を指名

※学外有識者を含めること

ができる

校長が複数名を指名

※学外有識者を含めること

ができる

③原則：相談者同意

随
時
対
応
を
指
示

相談者（被害者）への

メンタルケア
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